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宇宙論的N体コードAMRO

我々は、銀河の観測的性質と空間分布の関連を調べるために、宇宙論的 N 体コード、
AMRO(Adaptive Mesh Refinement Observatory)を開発してきました。このコードは粒
子-格子 (PM)法を基にしたN 体コードである。PM法では、粒子間重力を、粒子分布から
格子上の密度場を求める質量付与、格子上の密度場から格子上の重力場を求めるポアッソ
ンソルバ、格子上の重力から粒子上の重力を求める重力内挿、の三つのステップからなっ
ています。PM法の計算量は粒子数に比例し高速ですが、格子間隔より細かい構造が作れ
ない問題があります。この問題を克服するために、我々はAMRにより高密度領域に再帰
的に細かな階層格子を置くことによって克服しています。我々のコードの詳細は Yahagi
& Yoshii (2001) にて、その並列化及びベクトル化に関しては Yahagi (2005) にて述べら
れています。

図 1: ある時刻での計算領域全領域の質
量分布を表しています。階調は柱密度の
対数になっています。黒から白へと柱密
度が高くなります。一辺は 50Mpc、およ
そ 1 億 6 千万光年です。図中の白い塊
が銀河を取り巻く銀河ハローを表してい
ます。

50Mpc立方ΛCDM計算

我々は先述の並列AMROコードを使って、ΛCDMに基づいた初期条件からの宇宙論的N

体計算を行っています。初期条件の作成には Bertschinger (2001)が提供している　 grafic1
を使いました。また、宇宙論パラメータはΩb(通常の物質密度) = 0.433,ΩCDM (冷たい暗
黒物質密度) = 0.2057, Ωλ(暗黒エネルギー密度) = 0.751, σ8(揺らぎの振幅) = 0.787, nk(
揺らぎの強さの冪) = 0.961を使いました。また、計算領域は 50Mpc(1億 6千万光年)立
方です。図 1はある時刻での物質分布を示しています。この計算は、現在も継続して行っ
ています。この計算が終了すれば、現在の数値銀河カタログに比べ、矮小銀河の性質をよ
り正確にとらえることのできる新たな数値銀河カタログが作成されることが期待されてい
ます。


